
本
庄
村
の
村
長
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
平
谷
地
区
、
川
角
地
区
の
区
長
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

神
藤
 
文
書
 
 

菅
 
尾
 
泰
 
助
 
 

横
 
 
田
 
 
平
 
 
吉
 
 

兵
 
藤
 
 
 
斎
 
 

神
 
藤
 
文
 
書
 
 織

 
 
田
 
 
隼
 
 
人
 
 

三
 
好
 
平
太
郎
 
 

神
藤
文
書
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明
治
二
十
二
年
の
本
庄
村
吏
員
組
織
及
び
給
料
額
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
 
 

第
一
条
 
本
村
二
左
ノ
吏
員
ヲ
置
ク
モ
ノ
ト
ス
 
 
 

収
入
役
 
書
記
三
人
 
雇
一
人
 
使
丁
二
人
 
 

第
二
条
 
収
入
役
ハ
年
俸
金
四
拾
円
ト
ス
 
 

第
三
条
 
書
記
ハ
平
均
月
給
金
弐
円
拾
銭
ト
ス
 
 

第
四
条
 
雇
ハ
月
給
金
壱
円
七
拾
銭
ト
ス
 
 

第
五
条
 
使
丁
ハ
年
俸
金
拾
六
円
ト
ス
 
 

（
以
下
省
略
）
 
 

こ
れ
を
、
二
十
八
年
一
月
で
み
る
と
村
長
以
下
、
助
役
、
収
入
役
、
書
記
三
人
、
使
丁
で
あ
り
、
人
数
は
か
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
 
 

給
料
額
は
、
月
給
で
収
入
役
が
五
円
以
下
、
書
記
が
五
円
以
下
、
使
丁
が
一
円
五
十
銭
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
の
熊
野
村
は
、
 
 

前
に
み
た
よ
う
に
書
記
は
七
人
で
あ
り
給
料
額
は
平
均
三
円
で
あ
っ
た
。
 
 
 

村
の
政
治
の
l
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
、
公
務
旅
行
表
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
本
庄
村
の
明
治
二
十
八
年
分
（
一
 
 

月
か
ら
十
二
月
）
を
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

広
島
市
へ
は
物
品
購
入
の
た
め
七
件
と
、
入
営
す
る
新
兵
引
率
の
一
件
、
合
わ
せ
て
八
件
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
引
率
を
含
む
七
件
 
 

が
一
泊
二
目
で
、
一
件
は
二
泊
三
日
の
出
張
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
内
の
県
庁
へ
の
出
張
は
一
件
も
を
い
。
海
田
市
へ
も
一
泊
二
目
 
 

の
出
張
で
あ
る
。
用
務
は
村
長
の
同
僚
会
同
で
あ
る
。
特
に
多
い
の
は
吉
浦
村
（
二
川
）
 
と
和
庄
町
で
あ
る
。
二
川
に
は
郡
役
所
が
 
 

あ
り
、
事
務
上
の
打
合
わ
せ
に
十
三
件
、
隔
離
所
設
置
の
こ
と
で
五
件
、
兵
事
で
四
件
、
地
方
税
の
納
付
の
た
め
四
件
、
国
民
兵
名
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簿
調
整
の
た
め
二
件
、
し
か
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
件
に
七
日
間
、
う
ぅ
一
件
に
は
五
日
間
も
か
け
て
い
る
。
ほ
か
に
、
戸
籍
簿
の
 
 

点
検
を
受
け
に
行
っ
た
り
、
日
清
戦
争
が
終
わ
る
年
で
も
あ
っ
て
十
一
月
に
は
海
軍
歓
迎
の
件
で
召
集
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。
和
庄
 
 

町
に
は
支
金
庫
が
あ
り
、
地
租
を
納
め
る
た
め
に
七
件
、
国
税
を
納
め
に
二
件
、
合
わ
せ
て
九
件
出
張
し
て
い
る
。
和
庄
町
に
は
徴
 
 

兵
署
も
あ
り
、
こ
こ
へ
の
出
張
が
二
件
あ
る
。
一
泊
し
て
徴
兵
検
査
の
た
め
受
検
老
を
引
率
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
和
庄
町
の
収
税
署
に
も
四
件
行
っ
て
い
る
。
土
地
の
所
有
や
移
動
に
つ
い
て
の
取
調
べ
の
た
め
で
あ
る
。
関
連
し
て
呉
区
 
 

裁
判
所
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
他
村
と
の
関
係
で
は
、
焼
山
村
役
場
に
事
務
打
ち
合
わ
せ
の
美
め
一
件
出
か
け
て
い
る
。
地
元
（
 
 

部
内
）
 
へ
の
出
張
は
、
こ
の
年
、
赤
痢
の
発
生
も
あ
っ
て
川
角
に
六
件
、
栃
原
三
件
、
平
谷
一
件
、
し
か
も
消
毒
の
た
め
一
件
に
一
 
 

週
間
か
け
た
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
村
税
未
納
者
の
取
調
べ
に
二
件
、
そ
れ
ぞ
れ
三
日
間
を
か
け
て
押
込
、
平
谷
、
川
角
を
ま
わ
っ
 
 

て
い
る
。
栃
原
に
も
村
税
未
納
者
歌
詞
ペ
が
一
件
あ
る
。
栃
原
に
は
行
路
病
人
の
取
調
べ
が
四
件
も
あ
り
、
主
た
る
交
通
路
で
あ
っ
 
 

た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

ま
た
、
兵
士
歓
迎
の
た
め
、
七
月
二
十
日
に
平
谷
、
二
十
七
日
に
川
角
へ
そ
れ
ぞ
れ
出
向
い
て
い
る
。
合
計
八
十
四
件
で
あ
る
。
 
 
 

出
張
旅
費
は
、
村
長
・
助
役
に
は
出
て
い
を
い
。
泊
り
を
し
の
村
内
に
も
出
て
い
な
い
。
郡
役
所
か
和
庄
町
の
ど
ち
ら
か
へ
行
く
 
 

場
合
、
十
二
銭
、
両
方
か
け
も
ち
で
行
け
ば
十
五
銭
、
泊
ま
り
が
け
で
あ
れ
ば
三
十
五
銭
で
あ
る
。
広
島
に
行
く
場
合
、
一
泊
二
日
 
 

で
五
十
三
銭
が
普
通
で
あ
る
。
 
 
 

翌
二
十
九
年
の
旅
行
蓑
を
、
二
十
八
年
と
比
べ
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
二
十
九
年
で
は
旅
費
の
か
か
る
公
務
旅
行
は
 
 

四
十
件
と
な
り
、
二
件
し
か
減
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
か
か
ら
を
い
旅
行
は
十
三
件
で
、
前
年
の
四
十
l
一
件
か
ら
大
巾
に
減
少
し
 
 

て
い
る
。
部
内
の
場
合
、
多
く
は
記
載
し
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
十
三
件
の
内
訳
を
み
る
と
村
長
・
助
役
が
郡
役
所
や
海
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田
市
町
に
出
張
し
た
三
件
と
、
赤
痢
病
予
防
の
た
め
押
込
に
行
っ
た
八
件
が
目
立
っ
た
記
載
例
で
あ
る
。
平
谷
へ
の
、
凱
旋
兵
士
の
 
 

歓
迎
も
あ
る
。
郡
役
所
や
、
和
庄
町
の
支
金
庫
や
徴
兵
署
へ
の
出
張
は
同
じ
よ
う
に
多
い
。
か
わ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
海
軍
志
願
 
 

兵
を
吉
浦
村
（
郡
役
所
か
）
に
引
率
し
て
い
る
こ
と
や
、
助
役
が
徴
兵
署
で
の
本
庄
村
出
身
兵
の
占
稜
・
査
閲
を
し
に
行
っ
て
い
る
。
 
 

広
島
市
へ
の
新
兵
の
引
率
は
同
じ
で
あ
る
が
、
物
品
購
入
は
二
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、
県
庁
へ
保
安
林
取
調
べ
の
た
め
八
日
間
行
っ
 
 

て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
焼
山
村
へ
の
出
張
が
三
件
、
熊
野
村
へ
は
勧
業
の
件
で
来
て
い
る
。
旅
費
等
が
、
村
長
や
助
役
に
も
 
 

宿
泊
を
伴
う
場
合
に
は
出
る
よ
う
に
な
り
、
日
帰
り
で
も
時
に
は
出
て
い
る
。
ま
た
、
和
庄
町
や
吉
浦
村
へ
の
日
帰
り
も
六
月
に
は
 
 

二
十
銭
と
な
り
、
全
体
と
し
て
値
上
が
り
し
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
近
隣
町
村
や
県
と
の
関
係
よ
り
も
郡
役
所
と
の
関
係
が
強
く
、
し
か
も
郡
役
所
の
指
導
・
監
督
の
も
と
で
の
 
 

村
の
政
治
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
税
を
村
の
吏
員
が
徴
収
し
、
支
金
庫
や
郡
役
所
に
上
納
し
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
。
出
張
の
内
容
も
国
の
委
任
事
務
が
多
く
、
そ
の
旅
費
も
村
が
負
担
し
た
の
で
あ
る
。
熊
野
村
の
場
合
も
、
苗
代
、
栃
原
を
通
っ
 
 

て
和
庄
町
や
吉
浦
村
（
二
川
）
 
へ
行
く
の
で
あ
る
が
、
内
容
（
目
的
）
は
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

本
庄
村
の
大
き
な
で
き
ご
と
と
し
て
水
源
地
の
建
設
が
あ
げ
ら
れ
る
。
呉
の
海
軍
関
係
へ
の
給
水
の
た
め
、
大
正
元
年
九
月
、
本
 
 

庄
水
源
地
の
建
設
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
道
路
の
整
備
も
急
が
れ
、
二
年
五
月
に
は
、
吉
浦
村
、
焼
山
村
、
押
込
、
川
 
 

角
間
の
、
三
年
に
は
呉
・
神
山
間
の
改
修
工
事
が
完
成
し
た
。
そ
の
年
に
は
電
力
も
焼
山
村
ま
で
設
備
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
 
 

大
正
七
年
四
月
、
周
囲
五
粁
、
満
水
面
積
二
八
万
平
方
粁
、
貯
水
量
一
九
六
万
頓
の
本
庄
水
源
地
が
、
工
費
一
八
〇
万
円
、
延
一
七
 
 

三
万
の
人
手
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
七
年
に
わ
た
る
こ
の
工
事
と
本
庄
村
の
村
政
お
よ
び
村
民
と
の
か
か
わ
り
は
充
分
わ
か
っ
て
い
 
 

を
い
。
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村
会
は
定
員
十
二
名
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
明
治
二
十
五
年
度
の
追
加
予
算
を
可
決
す
る
た
め
の
臨
時
村
会
（
二
十
五
年
十
二
 
 

月
六
日
）
の
座
席
表
で
み
る
と
、
次
の
村
会
議
員
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

八
番
 
 

一
番
 
吉
 
川
 
嘉
三
太
 
 

九
番
 
 

二
番
 
松
 
浦
 
兵
次
郎
 
 

十
番
 
 

三
番
 
須
 
山
 
直
之
助
 
 

十
一
番
 
 

四
番
 
神
 
藤
 
徳
 
孝
 
 

十
二
番
 
 

五
番
 
佐
々
木
 
新
次
郎
 
 

六
番
 
村
長
兼
議
員
二
シ
テ
祷
長
席
ニ
ッ
ク
 
 

㈱
 
ほ
か
に
年
長
議
長
と
い
う
の
が
あ
り
こ
の
時
は
神
藤
徳
孝
で
あ
っ
た
。
 
 
 

七
番
 
藤
田
 
伊
右
衛
門
 
 

次
に
示
す
の
は
、
明
治
四
十
五
年
二
月
に
開
か
れ
た
第
一
回
及
び
第
二
回
村
会
の
会
議
録
で
あ
る
。
平
谷
・
川
角
に
関
わ
る
議
案
 
 

も
と
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
何
よ
り
当
時
の
村
会
の
様
子
を
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

第
一
団
 
会
議
銀
 
 

明
治
四
十
五
年
二
月
七
日
午
後
一
時
開
合
 
 

出
席
議
員
氏
名
 
 

荒
谷
久
次
郎
 
原
 
勝
次
 
横
田
平
吉
 
伊
藤
恕
助
 
進
藤
平
太
郎
 
臼
井
久
松
 
吉
川
宇
佐
之
売
 
佃
 
次
郎
平
 
 

面
田
秀
太
郎
 
 
南
部
良
之
締
 
 

付
長
戴
二
第
一
回
村
会
ヲ
開
会
シ
マ
ス
本
会
ハ
本
庄
村
長
神
藤
文
書
本
月
十
二
目
潤
如
こ
付
選
挙
ノ
為
メ
開
会
シ
タ
ル
次
第
チ
ア
リ
マ
ス
 
 

議
長
諸
般
ノ
報
告
ヲ
致
シ
マ
ス
 
 

應
和
 
助
左
衛
門
 
 
 

八
 
木
 
貞
 
策
 
 

行
 
友
 
禎
 
歳
（
欠
席
）
 
 

横
 
田
 
平
 
吉
 
 

松
 
浦
 
弥
三
郎
 
 

議
長
 
菅
 
尾
 
泰
 
助
 
 

－ 39 －   



議
長
是
ヨ
リ
村
長
選
挙
ヲ
行
ヒ
マ
ス
 
 

投
票
用
祇
配
布
 
 

五
番
 
本
庄
村
長
ハ
投
票
ヲ
用
セ
ス
指
名
ヲ
以
テ
決
定
シ
タ
シ
諸
君
御
同
意
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
望
シ
マ
ス
 
 

満
場
同
意
 
 

議
長
五
番
ヨ
リ
投
票
ヲ
用
ヒ
ス
指
名
推
選
シ
タ
シ
ト
ノ
請
求
二
満
場
同
意
ナ
レ
ハ
指
名
ス
ル
事
二
決
定
シ
マ
ス
 
 

五
番
現
任
本
村
長
神
藤
文
吾
氏
ヲ
指
名
シ
マ
ス
 
 

満
場
賛
成
 
 

議
長
五
番
ヨ
リ
現
任
村
長
神
藤
文
吉
指
名
セ
ラ
レ
満
場
同
意
ナ
レ
ハ
是
二
決
定
シ
マ
ス
 
 
 

抽
穀
配
付
 
 

護
良
抽
張
ノ
結
果
ヲ
報
告
シ
マ
ス
 
 
 

一
番
 
横
 
田
 
平
 
吉
 
 

三
番
 
佃
 
 
 
次
郎
平
 
 

五
番
 
南
 
田
 
秀
太
郎
 
 

七
番
 
進
 
藤
 
平
太
郎
 
 

九
番
 
伊
 
藤
 
恕
 
肋
 
 
 

十
一
番
 
南
 
部
 
良
之
輔
 
 

本
日
出
席
議
員
 
 

十
名
 
 
 

二
名
 
 

不
参
議
員
 
 

應
和
兼
三
 
 
松
浦
弥
三
郎
 
 

議
長
是
ヨ
リ
開
合
シ
マ
ス
本
日
ハ
初
会
ナ
レ
ハ
議
席
ノ
番
号
ヲ
捕
穀
l
l
テ
定
メ
マ
ス
 
 

六
番
 
桧
 
 

八
番
 
應
 
 

十
番
 
臼
 
 
 

十
二
番
 
荒
 
 

二
番
 
原
 
 
 
勝
 
次
 
 

四
番
 
吉
川
 
宇
佐
之
克
 
 

浦
 
弥
三
郎
 
 

和
 
兼
 
三
 
 

井
 
久
 
松
 
 
 

谷
 
久
次
郎
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議
員
 
原
 
勝
次
 
 

議
員
 
横
田
平
吉
 
 

第
二
同
 
会
議
銀
 
 

明
治
凶
十
五
年
二
月
十
六
日
午
後
一
時
開
会
 
 

出
席
議
員
氏
名
 
（
省
略
）
 
 

村
長
蓑
こ
第
二
回
村
会
ヲ
開
会
シ
マ
ス
本
会
へ
提
出
シ
タ
ル
議
案
ハ
左
ノ
如
シ
 
 
 

第
一
号
本
庄
北
尋
常
小
学
校
敷
地
郡
長
指
定
諮
問
案
 
 
 

第
二
号
大
字
押
込
海
軍
水
道
工
事
中
仮
道
路
開
設
ノ
件
 
 

議
長
諸
般
ノ
報
告
ヲ
ナ
シ
マ
ス
 
 
 

本
日
出
席
議
員
十
名
 
 
不
参
議
員
二
名
（
省
略
）
 
 

一
、
詩
長
屋
ヨ
リ
開
合
シ
マ
ス
 
 
 

第
l
号
諸
案
本
庄
北
尋
常
小
学
校
々
地
郡
長
指
定
1
一
付
諮
問
案
 
 

一
、
練
兵
本
案
ハ
簡
単
テ
7
リ
マ
ス
故
議
長
ノ
意
見
二
依
り
読
会
省
略
通
読
ヲ
命
シ
マ
ス
 
 

五
番
本
案
二
付
テ
ハ
意
見
ガ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
カ
ラ
本
席
ヨ
リ
陳
述
シ
マ
ス
元
来
ハ
北
部
三
字
中
川
角
ハ
戸
数
多
キ
故
川
角
l
l
指
定
セ
ラ
ル
ル
ガ
適
当
 
 

ナ
ラ
ン
カ
何
ト
ナ
レ
バ
押
込
字
ヨ
リ
川
角
二
通
フ
ハ
七
丁
平
谷
こ
適
中
ハ
九
丁
ナ
ル
ニ
モ
抱
ハ
ラ
ズ
押
込
ノ
人
民
ハ
平
管
一
行
ク
ヲ
好
ム
由
ナ
ル
 
 

モ
近
キ
止
テ
遠
キ
ヲ
好
ム
ト
言
7
事
ナ
キ
訳
ナ
リ
且
ツ
郡
長
モ
多
数
人
民
只
夕
平
谷
ガ
宜
キ
ト
言
フ
ノ
ミ
デ
遠
近
ノ
心
理
ヲ
酌
斗
セ
ズ
シ
テ
指
定
 
 

議
長
附
議
事
件
ハ
謙
了
シ
マ
シ
タ
l
l
仰
り
玄
二
本
日
ノ
合
議
ヲ
閉
チ
マ
ス
 
 

村
長
今
回
ハ
村
長
満
期
二
付
テ
ハ
再
選
ノ
栄
ヲ
得
マ
シ
テ
定
ト
ニ
光
栄
ト
ス
ル
所
チ
ア
リ
マ
ス
一
寸
御
挨
拶
致
マ
ス
 
 
 

本
日
ハ
議
事
悉
ク
議
了
致
シ
マ
シ
タ
二
付
本
会
ヲ
閉
チ
マ
ス
 
 

干
時
午
後
三
時
 
 

議
長
 
神
藤
文
書
（
村
長
印
）
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セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
最
モ
本
庸
二
ハ
郡
長
ノ
御
出
席
ナ
キ
放
伺
モ
出
来
ザ
レ
バ
如
何
ト
モ
ナ
シ
ガ
タ
シ
偽
テ
本
月
ノ
立
場
ト
シ
テ
ハ
本
諮
 
 

問
案
ニ
ハ
不
同
意
ナ
リ
諸
君
察
シ
ア
リ
タ
シ
 
 

十
一
番
五
番
二
同
意
 
 

三
番
原
案
二
賛
成
 
 

十
番
原
案
二
賛
成
 
 

七
番
原
案
二
賛
成
 
 

謙
長
本
案
こ
ハ
賛
成
不
賛
成
ア
レ
バ
先
ヅ
原
案
二
賛
成
者
諸
氏
起
立
 
 

原
案
1
t
賛
成
者
多
数
ナ
レ
バ
原
案
二
決
定
ス
 
 

第
二
号
議
案
大
字
押
込
海
軍
水
道
工
事
仮
道
路
開
設
ノ
件
 
 

十
二
番
原
案
恕
成
 
 

満
場
同
意
 
 

議
長
本
案
ハ
満
場
同
意
ナ
レ
バ
原
案
二
賛
成
ス
 
 

‥
J
 
 

本
日
ハ
附
議
件
ハ
議
了
シ
マ
シ
タ
故
開
講
ヲ
閉
ジ
マ
ス
 
 

村
長
本
日
ハ
議
事
悉
ク
議
了
二
付
本
会
ヲ
閉
マ
ス
 
 

干
時
 
午
後
三
時
 
 

議
長
 
神
藤
文
吾
（
村
長
印
）
 
 

議
員
 
佃
 
次
郎
平
 
 

議
員
 
吾
川
宇
佐
之
菟
 
 
 

本
庄
村
最
後
（
昭
和
四
年
四
月
当
選
）
 
の
村
会
議
員
は
、
南
田
南
主
人
、
織
田
隼
人
、
荒
谷
久
蔵
、
豊
島
敬
三
、
梶
山
米
太
郎
、
 
 

的
場
隼
人
、
山
口
本
次
、
松
浦
千
剛
、
宮
原
増
人
、
近
藤
繁
太
郎
、
平
井
甚
三
、
吾
川
和
三
の
十
二
名
で
あ
る
。
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（
安
芸
郡
会
・
広
島
県
会
・
帝
国
譲
会
）
 
 
 

明
治
十
一
年
十
一
月
か
ら
、
「
郡
区
町
村
編
成
法
」
に
よ
り
郡
長
が
お
か
れ
た
。
郡
役
所
は
初
め
海
田
市
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
 
 

十
九
年
か
ら
の
呉
軍
港
関
係
の
工
事
に
伴
う
賑
い
の
た
め
、
二
十
三
年
四
月
か
ら
吉
浦
村
二
川
（
和
庄
町
の
西
ど
な
り
）
に
移
さ
れ
 
 

た
。
し
か
し
、
三
十
五
年
、
和
庄
町
な
ど
が
安
芸
郡
を
離
れ
て
呉
市
に
な
り
、
二
川
が
吉
浦
村
か
ら
離
れ
、
呉
市
に
編
入
さ
れ
る
に
 
 

及
ん
で
、
三
十
九
年
四
月
、
再
び
海
田
市
に
お
か
れ
る
こ
と
に
を
っ
た
。
明
治
二
十
三
年
五
月
、
郡
削
が
公
布
さ
れ
た
が
施
行
は
お
 
 

く
れ
、
明
治
三
十
二
年
三
月
、
法
律
第
六
十
五
号
に
よ
っ
て
府
県
制
・
郡
削
が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
る
に
至
っ
て
初
め
て
広
島
県
で
 
 

も
七
月
一
日
を
も
っ
て
、
郡
削
が
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
県
内
各
郡
に
郡
会
が
設
置
さ
れ
、
郡
全
議
員
の
定
数
は
十
五
～
三
十
名
 
 

で
あ
っ
た
。
安
芸
郡
は
初
め
、
町
村
数
か
ら
三
十
一
選
挙
区
に
分
割
さ
れ
た
が
、
大
町
村
も
あ
る
の
で
内
務
大
臣
の
許
可
を
得
て
四
 
 

十
名
の
定
員
で
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
熊
野
村
は
定
員
一
名
の
選
挙
区
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
十
五
年
の
呉
市
の
成
立
に
よ
っ
て
三
 
 

十
四
名
と
を
り
、
も
と
も
と
定
員
を
超
え
る
人
数
で
あ
る
た
め
、
三
十
六
年
に
は
定
員
三
十
名
と
を
っ
た
。
そ
の
結
果
、
数
村
を
代
 
 

表
す
る
郡
全
議
員
も
出
て
き
た
。
熊
野
村
の
割
当
は
一
名
で
あ
る
。
本
庄
村
は
幾
度
か
他
村
と
の
合
同
選
挙
区
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
 
 

に
。
熊
野
村
と
本
庄
相
関
係
の
郡
全
議
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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至自  

大  明  
正  治  

四  四三  
十   十   

へ甲   

九 九  九 九  九 九  九 九  九 九  九 九  月   

世   仏   世   世   世   中   
熊  

良   円  点   良   良   井  
野  

些  些   些   些   
廊  示   廊   堰  

村  
堤  廊  

織   織   神   英   真   真   

田   田   田   
本  

藤   藤   藤   
庄  

（隼  （畢  （菊   
川   川   畑太  巨目   村  

人   
〃斎  〃斎                人  賓郎  斎   

角   村  代  

正  本 同  本 同  真 岡  真 定   定   
藤   藤 卓   
は   は 二  

貞  

十  員  庄  庄           田  郡   郡 十   備  
焼  畑   凶   凶  

議   議  
長  

山  賀       田  も  
つ  

も  
大   b   

屋   ひ   と   と  
村   と   め   め  

考  
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和
庄
町
が
呉
市
と
な
る
に
及
ん
で
、
同
町
選
出
の
郡
会
議
長
、
豊
田
実
穎
の
後
任
に
明
治
三
十
六
年
一
月
、
中
井
堰
が
就
任
し
た
。
 
 

な
お
、
さ
き
に
熊
野
の
戸
長
役
場
の
雇
を
し
て
い
た
土
井
外
人
が
、
明
治
四
十
一
年
と
四
十
三
年
か
ら
・
苓
止
十
年
ま
で
、
通
常
郡
合
 
 

の
書
記
を
つ
と
め
て
い
る
。
当
時
の
書
記
の
人
数
は
、
四
、
五
名
が
普
通
で
あ
っ
た
。
 
 
 

郡
今
は
、
か
つ
て
の
連
合
村
会
が
し
て
い
た
教
育
・
勧
業
・
衛
生
な
ど
の
援
助
楕
動
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
 
 

郡
制
に
よ
る
地
方
自
治
に
み
る
ペ
き
成
果
が
あ
が
ら
を
い
こ
と
や
、
経
費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
く
る
町
村
の
不
満
を
理
由
に
、
大
正
 
 

十
二
年
三
月
を
も
っ
て
郡
制
を
廃
止
し
た
の
で
、
那
含
も
そ
の
役
割
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

県
会
の
定
数
は
明
治
二
十
一
年
か
ら
七
十
七
名
で
あ
り
、
任
期
は
三
年
半
数
改
選
の
六
年
で
あ
っ
た
。
安
芸
郡
は
五
人
の
定
員
で
 
 

あ
り
、
熊
野
村
か
ら
は
明
治
二
十
四
年
四
月
の
補
欠
選
挙
で
、
佐
々
木
亮
が
当
選
し
て
い
る
。
府
県
制
が
実
施
さ
れ
る
三
十
二
年
か
 
 

ら
は
、
定
数
は
五
十
四
な
い
し
五
十
二
名
で
、
四
年
ご
と
の
一
斉
選
挙
と
な
る
。
安
芸
郡
の
定
員
は
四
人
で
あ
る
が
、
熊
野
村
及
び
 
 

川
角
・
平
谷
地
区
か
ら
の
当
選
者
は
い
な
い
。
 
 
 

衆
議
院
議
員
の
広
島
県
で
の
選
挙
区
数
と
定
員
は
、
明
治
三
十
一
年
八
月
（
第
六
回
）
ま
で
九
区
で
十
名
で
あ
る
。
広
島
と
安
芸
 
 

郡
は
第
一
区
で
、
走
貞
は
二
名
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
八
月
（
第
七
回
）
 
か
ら
大
正
六
年
四
月
（
第
十
三
回
）
ま
で
は
広
島
県
の
 
 

定
員
は
十
二
名
で
、
こ
の
間
、
安
芸
郡
は
広
島
と
離
れ
て
単
独
の
選
挙
区
と
を
っ
て
い
る
。
大
正
九
年
五
月
（
第
十
四
回
）
か
ら
定
 
 

数
十
四
名
の
十
三
選
挙
区
と
な
り
、
さ
ら
に
定
員
は
十
三
、
十
二
名
と
な
り
、
小
選
挙
区
制
中
心
か
ら
中
選
挙
区
制
に
移
行
し
て
い
 
 
 

る
。
 
 

熊
野
村
（
町
）
 
の
選
挙
権
者
の
推
移
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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熊野村（町）の選挙構者   

○…・…‥は推定  

1500  

‖  
男子25才1ユ上  村艶納†寸石  

一 男子Z5才以上  

≠伽付看  
明子払才以上  

正確匡柵人青  

lOoo 

村仰全線邑漁猟  

凱  榊の＃止  

＿…＿＿ 
50  

男子25才以上      一 

人  
40  

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
老
の
人
口
に
対
 
 

す
る
割
合
を
、
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
数
の
わ
か
る
 
 

年
で
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

全  国  本 庄 柑  熊野村  調査年  
1．3％  明治29年  男子25才以上  

1．1％  1．3％   直接国税（地租）  

1．3％   31年   15円以上  

男子25才以上  

2、1％  4．0％   3．9％  明治41年   直接国税く地租）  

10円以上   

8．3％  7．5％  大正8年  男子25才以上  

5．5％  直接国税（地租）  

8．7％   7，4％   10年   3円以上  

20．6％  昭和元年   

ZO．0％  21．1％   男子Z5才以上  

21．3％   3年   普通選峯  
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西 光 寺 の 投 票 場  

（
川
角
・
平
谷
村
を
含
む
熊
野
町
）
 
 
 

明
治
三
十
九
年
、
海
田
市
に
郡
役
所
が
移
っ
た
こ
と
は
、
平
谷
 
 

・
川
角
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
谷
・
 
 

川
角
は
本
庄
村
の
玄
関
と
も
い
え
る
位
置
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 

熊
野
と
の
交
流
も
よ
り
密
接
に
な
っ
た
。
郡
役
所
が
廃
止
さ
れ
県
 
 

庁
と
の
関
係
が
深
く
を
っ
て
も
、
そ
の
位
置
は
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
 
 
 

熊
野
町
は
昭
和
六
年
四
月
一
日
、
川
角
・
平
谷
を
編
入
し
、
現
 
 

在
に
至
っ
て
い
る
。
編
入
理
由
を
、
熊
野
町
長
、
本
庄
村
長
、
焼
 
 

山
村
長
連
名
で
県
知
事
川
渕
給
馬
に
宛
て
た
「
町
村
廃
置
分
合
二
 
 

こ
う
し
て
み
る
と
選
挙
権
者
の
割
合
は
熊
野
の
場
合
、
制
限
選
挙
 
 

の
時
代
に
は
全
貫
平
均
よ
り
も
か
な
り
高
か
っ
た
と
い
え
る
。
 
 
 

投
票
場
は
、
熊
野
村
で
は
西
光
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

そ
れ
は
明
治
三
十
五
年
七
月
、
衆
議
院
議
員
選
挙
投
票
所
と
し
て
 
 

西
光
寺
を
借
り
る
許
可
申
請
書
が
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
 
 

の
図
面
と
と
も
に
、
村
長
井
上
真
一
郎
が
知
事
江
木
千
之
に
提
出
 
 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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関
ス
ル
件
上
申
」
 
の
な
か
か
ら
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

理
 
 
由
 
 

安
嚢
郡
熊
野
町
本
庄
村
焼
山
村
ハ
俗
二
熊
野
七
郷
（
現
在
ノ
熊
野
町
焼
山
村
本
庄
村
大
字
川
角
同
平
谷
同
押
込
同
苗
代
同
栃
原
）
ト
稗
シ
共
二
 
 

郡
内
ノ
高
原
地
帯
二
在
リ
テ
四
面
山
ヲ
琴
フ
シ
一
盆
地
状
ヲ
呈
セ
リ
従
テ
住
民
ノ
人
情
風
俗
相
銀
似
シ
日
常
ノ
生
活
亦
殆
ン
ト
彼
是
共
通
セ
リ
而
 
 

シ
テ
生
業
ハ
一
般
二
農
業
ヲ
本
位
ト
ス
ル
モ
熊
野
町
及
本
庄
村
ノ
北
部
ハ
製
筆
ノ
薫
盛
ニ
シ
テ
其
ノ
名
天
下
二
知
ラ
レ
又
焼
山
村
及
本
庄
村
ノ
南
 
 

部
二
於
テ
ハ
乱
工
廠
l
一
通
勤
セ
ル
者
数
百
名
ノ
多
キ
1
一
連
ス
然
モ
本
庄
村
焼
山
村
ハ
共
二
小
村
こ
シ
テ
戸
数
少
ク
村
民
ノ
負
担
苛
重
二
シ
テ
財
政
 
 

頗
ル
困
難
ノ
状
態
こ
在
ル
ヲ
以
テ
関
係
町
村
熟
議
ノ
結
果
地
勢
交
通
並
生
業
ノ
状
態
二
鑑
ミ
本
庄
村
ヲ
分
離
シ
テ
其
ノ
一
部
ヲ
熊
野
町
l
l
編
入
シ
 
 

他
ノ
一
部
ハ
之
ヲ
焼
山
村
卜
合
併
シ
以
テ
園
体
ノ
基
礎
ヲ
輩
回
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
共
二
将
来
自
治
ノ
謹
展
ヲ
甲
7
ム
≠
ス
 
 

こ
れ
で
み
る
と
廃
置
分
合
の
主
な
理
由
は
、
本
庄
村
・
焼
山
柑
が
小
村
で
財
政
が
困
難
を
た
め
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
上
申
に
あ
る
 
 

資
力
表
で
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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こ
こ
の
藷
税
並
び
に
村
費
を
一
人
当
り
に
直
し
て
み
る
と
、
熊
野
町
の
一
〇
円
九
三
銭
に
対
し
、
本
庄
村
一
二
円
九
五
銭
、
焼
山
 
 

村
一
四
円
六
一
銭
で
両
村
は
か
を
り
重
い
負
担
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
熊
野
町
と
の
差
を
県
税
で
み
る
と
、
本
庄
村
は
 
 

四
五
銭
、
焼
山
村
は
八
八
鋲
、
村
費
は
そ
れ
ぞ
れ
一
円
七
五
銭
h
 
二
円
六
二
銭
と
、
い
つ
そ
う
多
く
負
担
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

但
し
こ
れ
は
豊
か
さ
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
人
口
七
〇
〇
〇
の
熊
野
町
が
十
八
人
の
町
会
議
員
 
 

で
す
ま
せ
、
二
〇
〇
〇
人
の
本
庄
村
が
十
二
人
の
村
会
議
員
を
か
か
え
て
い
る
ひ
と
こ
と
を
み
て
も
、
本
庄
村
の
負
担
が
重
か
っ
た
 
 

こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

資
力
表
の
備
考
に
次
の
一
～
五
が
あ
る
。
 
 

一
、
昭
和
五
年
七
月
一
日
現
在
 
 

t
一
、
本
庄
村
基
本
財
産
現
金
及
有
価
証
券
合
計
六
千
四
百
七
拾
五
円
五
拾
八
銭
ハ
廃
置
前
二
於
テ
参
千
百
五
拾
円
ハ
負
債
低
速
萱
千
五
拾
円
ハ
愕
 
 

災
救
助
資
金
繰
入
金
碩
戻
費
二
各
充
普
シ
其
ノ
他
ハ
道
路
改
修
橋
立
金
ト
シ
テ
熊
野
町
二
壱
千
円
昭
和
村
二
萱
千
弐
百
七
拾
五
囲
五
拾
八
銭
 
 

ヲ
各
々
移
ス
モ
ノ
ト
ス
 
 

三
、
焼
山
村
山
林
ノ
内
四
十
九
丁
九
反
二
十
一
歩
（
廃
置
前
）
の
棄
却
処
分
ノ
上
其
ノ
代
金
ハ
道
路
改
修
費
積
立
金
及
小
学
校
改
築
費
積
立
金
ト
 
 

シ
テ
昭
和
村
二
移
ス
モ
ノ
ト
ス
 
 

四
、
焼
山
村
基
本
財
産
現
金
ハ
廃
置
前
二
於
テ
三
百
円
ハ
村
費
へ
繰
入
費
消
処
分
シ
其
他
ハ
昭
和
村
ノ
現
金
中
こ
包
含
セ
ズ
坦
シ
資
却
未
済
二
付
 
 

代
金
不
明
二
依
り
廃
置
後
道
路
改
修
費
損
立
企
及
小
単
校
改
築
費
積
立
金
ト
シ
テ
昭
和
村
二
移
ス
モ
ノ
ト
ス
 
 

五
、
本
表
二
掲
記
セ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
碍
災
救
助
褒
金
ノ
横
戻
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
左
記
ノ
通
 
 

熊
野
町
元
金
四
千
五
拾
円
 
 
本
庄
相
同
萱
千
円
 
 

本
庄
村
の
基
本
財
産
及
有
価
証
券
六
四
七
五
円
五
八
銭
は
、
現
金
の
差
引
五
九
五
円
五
八
銭
と
公
債
証
書
等
の
四
八
八
〇
円
そ
れ
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に
愕
災
救
助
資
金
の
一
、
0
0
0
円
を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
庄
村
は
三
〇
〇
〇
円
の
負
債
を
整
理
し
て
い
 
 

っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

本庄村廃合記念碑  昭和6年3月   

本
庄
村
の
苗
代
、
押
込
、
栃
原
は
焼
山
村
と
合
併
し
て
昭
和
村
を
つ
く
っ
た
。
 
 

同
じ
昭
和
六
年
四
月
一
目
に
安
芸
郡
で
は
、
上
瀬
野
村
と
下
瀬
野
村
が
合
併
し
て
 
 

瀬
野
村
を
つ
く
っ
て
い
る
。
昭
和
六
年
と
い
え
ば
、
満
州
事
変
の
お
こ
る
年
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

か
く
し
て
、
人
口
七
、
七
七
八
人
、
世
帯
数
一
、
六
一
六
、
面
積
三
五
、
七
平
 
 

方
キ
ロ
の
熊
野
町
と
を
っ
た
。
当
時
の
安
芸
郡
の
町
村
を
人
口
規
模
で
示
す
と
次
 
 

の
通
り
で
あ
る
。
 
 

昭
和
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
。
瀬
野
 
 

村
、
昭
和
村
、
熊
野
町
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
 
 

和
六
年
の
新
し
い
村
（
町
）
と
な
る
よ
 
 

う
に
修
正
し
た
。
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収
入
役
 
 

助
 
 
役
 
 
 

町
 
 
長
 
 

新
し
い
熊
野
町
の
町
長
、
助
役
、
収
入
役
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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ま
た
、
村
長
を
補
佐
す
る
役
場
の
吏
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

昭和8年  昭和12年  昭和18年   昭和20年  

1   1   1   人員  
町  長  55   85   150   月俸   

人員  
助  役   

43   45   80   100   月俸   

収入役  人員  
43   65   90   月俸   

書  記   7  
7  人員  

32（平均）   32．40   13   16  月俸   

2  2  39（平均）  55（平均）   善言己補  人員  
21．50  21．50  月俸   

2   2  2   人員  
技  手  報酬  

37．50  7円と3円   40（平均）   月俸   

人員  
使  丁   

0．80   0．85   0．70   2．80   日給   

学務委員  3   6   6   人員  
（裏書警告）  22           6（5）   6   

6   6   年俸   

助成吏員  人員  
70  月俸   

9   9   9   9   人員  
月  20円中溝  

48×4   48×4  10×5／＿、   18 荻原   年俸  
区  長                           45×2   45×2   

42×1   

42×1  

那  17  出来、城之堀  ＼        新宮  人員  
24×1   24×1   6×2 も  15  呉地  

18×1   18×1   同   13 初神  

12 平谷、川角   
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こ
れ
で
み
る
と
、
昭
和
八
、
十
二
年
の
書
記
・
書
記
補
は
九
人
で
あ
り
、
大
正
四
、
五
年
の
八
人
に
対
し
、
わ
ず
か
一
名
の
増
加
 
 

で
あ
る
。
し
か
し
月
俸
は
お
よ
そ
十
円
だ
っ
た
も
の
か
ら
、
書
記
で
は
三
倍
に
も
を
っ
て
い
る
。
人
数
の
変
化
の
著
し
い
の
は
、
第
 
 

二
次
世
界
大
戦
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
 
 

参
考
資
料
 
 

広
島
願
誌
（
国
政
調
査
会
）
 
昭
和
七
年
七
月
 
 

矢
野
町
史
 
下
巻
（
矢
野
町
町
史
編
茶
番
員
会
）
昭
和
三
十
六
年
七
月
 
 

瀬
野
川
町
史
（
広
島
市
役
所
）
 
昭
和
五
十
五
年
三
月
 
 

船
越
町
史
（
広
島
市
役
所
）
 
昭
和
五
十
六
年
三
月
 
 

広
島
県
史
1
 
広
島
県
 
昭
和
五
十
五
年
三
月
 
 

本
庄
村
・
熊
野
村
（
町
）
関
係
資
料
 
 

（
他
に
資
料
や
お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば
ご
教
示
く
だ
き
い
。
）
 
 

－ 53 －   



F顔中年  
熊
野
の
米
騒
動
 
 
 

リ
 

の
所
尽
．
乳
凧
規
▼
汗
l
て
拭
廿
苗
兢
々
 
 

’
 
L
T
く
＿
 
1
．
 
 
 
1
・
▲
い
 
 
’
・
－
て
■
●
－
‖
．
．
1
 
 

ひ
宗
厘
荏
ル
キ
砥
用
し
い
程
〓
相
打
セ
な
 
 

’
い
へ
い
‥
h
ん
 
 

よ
h
海
兵
冊
よ
り
下
作
日
射
し
牛
嗣
二
け
 
 

●
－
L
人
・
・
1
 
 

ひ
 
ろ
J
 
土
 
け
ん
 
軍
贋
鳥
居
 
 
 
 
■
 
●
l
ユ
 
ー
T
 
’
●
し
＿
L
 
 
℡
・
▲
●
 
■
’
－
■
 
十
内
8
と
牛
状
況
、
薪
烏
糾
は
替
徒
姓
化
 
 

せ
サ
㌢
軒
な
り
・
典
和
代
正
閏
よ
”
同
舟
 
 

に
評
禦
つ
・
み
㍑
が
用
 
 

に
け
■
こ
な
り
市
n
‖
n
 
 
 

’
■
↓
 
 
 
ヽ
■
 
⊥
く
▼
 
 
 
†
－
・
’
て
▲
■
－
■
、
て
人
 
 

三
十
分
全
く
詞
卜
肝
に
指
せ
り
．
細
沌
等
l
こ
 
 

＝
十
四
日
よ
り
十
大
日
ま
で
＝
 
 

王
ハ
ロ
午
後
十
二
時
内
務
省
静
夫
 
 

し
丹
レ
l
l
l
∧
ひ
ん
 
け
－
｝
い
 
■
蓼
 
】
．
ん
．
■
‘
 
u
・
－
い
 
 

【
食
食
品
ケ
登
試
し
或
ほ
郎
忙
々
成
増
す
 
 

け
い
i
∴
ご
y
ヘ
ー
1
 
 
 
 
 
 
 
叩
「
上
 
 
、
l
 
黙
f
L
さ
も
†
1
i
帆
風
な
ろ
た
わ
紋
止
ケ
裾
 
 

へ
い
し
 
少
＿
7
●
l
 
 
け
い
．
，
 
 

ふ
龍
は
ゃ
誅
押
l
こ
よ
り
兵
空
机
少
し
腎
烈
 
 

た
い
加
l
 
闊
は
圭
に
ち
も
の
兄
十
も
セ
戎
和
し
た
ゎ
 
 

－
 

こ
h
が
た
め
新
訂
策
鰐
M
に
惧
け
‡
 
 

が
血
し
・
配
れ
損
折
机
町
に
㍍
て
牛
具
 
 

亡
 
ご
ト
 
 
 
ー
ー
 
ー
ー
 
7
－
1
T
l
－
●
′
・
・
 
 

隋
恥
よ
り
嶺
〃
キ
；
の
払
民
米
れ
バ
グ
々
抄
 
 

■
ト
▲
1
∴
 
 

ひ
革
㍗
．
で
防
現
し
た
り
、
岡
山
締
は
な
は
 
 

V
l
 
一
・
古
 
 
▼
こ
h
・
．
 
 

夫
け
〕
石
坂
刀
川
笥
小
こ
わ
り
．
ト
几
‖
食
も
 
 
 

な
は
十
山
ハ
ロ
併
合
墨
三
十
．
た
汽
七
以
て
q
 
 

こ
 
め
 
さ
 
う
 
 

大正7年8月18日より  中国新聞  

（
米
騒
動
）
 
 
 

第
一
次
世
界
大
戦
は
、
日
本
の
社
会
 
 

や
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
な
 
 

か
で
も
人
々
の
生
活
に
も
っ
と
も
関
係
 
 

の
あ
る
の
が
諸
物
価
の
動
向
で
あ
る
。
 
 

特
に
米
価
に
つ
い
て
は
大
戦
期
間
中
の
 
 

後
半
に
高
騰
が
著
し
か
っ
た
。
そ
の
理
 
 

由
と
し
て
、
都
市
人
口
の
増
加
に
よ
る
 
 

米
の
需
要
の
増
加
、
商
社
に
よ
る
輸
入
 
 

米
取
扱
い
の
独
占
、
昔
な
が
ら
の
地
主
 
 

－
小
作
人
に
よ
る
米
の
生
産
の
し
か
た
 
 

が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
大
正
七
 
 

柴
 
原
 
健
 
児
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玄米1石の卸売価格  

（広島市）  

農作業の日傭の貨金表（広島市）  

単位：円  

男   女  

最高 平均 最低  最高 平均 最低   

3月  1．10 1．00  0．90  0．60  0．55  0．50   

6月  1．30 1．10 1．00  0．65  0．60  0．55   

9月  1．10 1．00  0．90  0．60  0．55  0．50   

12月  1．30 1．10 1．00  0．65  0．60  0．55   

「】 さ蟄  

1月  23．23  

4月  Z6．70  

6月  28．40  

7月  32．69  

8月  38．19  

9月  42．00  広島県史近代2より  

年
に
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
よ
る
米
の
買
い
占
め
と
、
天
候
不
順
に
よ
る
不
作
が
 
 

加
わ
っ
て
、
米
価
は
い
っ
そ
う
上
昇
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
労
働
者
・
暇
人
 
 

日
傭
の
賃
金
は
そ
れ
ほ
ど
に
は
上
昇
し
を
か
っ
た
。
 
 
 

こ
の
年
の
米
価
の
上
昇
に
対
し
て
、
国
民
は
米
騒
動
と
い
う
形
で
抵
抗
を
示
 
 

し
た
。
こ
の
抵
抗
は
時
期
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
 
 

一
期
は
、
七
年
七
月
二
十
二
目
、
富
山
県
の
魚
津
の
婦
人
連
に
よ
っ
て
始
ま
っ
 
 

た
。
こ
れ
は
廉
売
を
要
求
す
る
と
共
に
、
米
の
移
出
を
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
 
 

て
高
騰
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
で
は
さ
ら
に
八
月
五
、
六
、
 
 

七
日
に
も
こ
の
よ
う
な
運
動
が
続
発
し
た
。
さ
ら
に
、
九
日
に
は
愛
知
、
大
阪
、
 
 

岡
山
、
広
島
∵
…
・
な
ど
の
府
県
に
広
が
り
を
見
せ
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
 
 

第
二
期
は
八
月
十
日
か
ら
の
一
週
間
で
あ
る
。
名
古
屋
、
京
都
な
ど
の
大
都
市
 
 

か
ら
、
地
方
都
市
と
そ
の
周
辺
を
巻
き
込
み
最
も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
時
期
 
 

で
あ
る
。
八
月
十
七
日
か
ら
九
月
十
七
日
ま
で
が
第
三
期
で
あ
る
。
騒
動
は
鎮
 
 

静
化
に
向
か
う
か
、
農
村
地
域
や
炭
鉱
・
鉱
山
に
広
が
り
、
そ
の
中
に
は
激
烈
 
 

な
暴
動
と
な
る
所
も
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
米
騒
動
は
、
わ
ず
か
ニ
ケ
月
足
ら
ず
の
聞
に
一
道
三
府
三
八
県
、
三
八
 
 

市
一
五
三
町
一
七
七
ケ
村
を
巻
き
込
む
全
国
的
を
も
の
と
な
っ
た
。
百
万
人
を
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こ
え
る
民
衆
が
参
加
し
、
検
挙
者
は
二
万
五
千
人
以
上
、
そ
の
九
四
％
が
起
訴
さ
れ
る
と
い
う
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
警
察
の
力
 
 

だ
け
で
は
収
拾
で
き
ず
、
軍
の
力
を
借
り
ね
ば
を
ら
ぬ
ほ
ど
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
運
動
内
容
は
移
出
米
阻
止
・
生
活
救
済
 
 

要
求
・
米
の
廉
売
要
求
、
小
作
争
議
と
の
結
合
、
地
主
を
ど
資
産
家
へ
の
襲
撃
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

広
島
県
下
で
も
四
市
一
九
町
二
〇
ヶ
村
で
米
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
全
国
的
に
も
参
加
人
員
の
多
さ
で
は
七
番
目
の
県
で
あ
る
。
騒
 
 

動
は
早
く
も
八
日
九
日
、
三
次
町
で
始
ま
り
、
米
の
移
出
阻
止
と
、
米
屋
へ
の
襲
撃
を
行
っ
て
い
る
。
広
島
市
に
も
、
こ
の
よ
う
す
 
 

が
十
日
に
は
伝
わ
り
、
十
一
日
に
は
夜
の
集
合
を
も
つ
に
至
っ
た
。
そ
し
て
十
二
、
十
三
日
に
は
米
価
の
引
き
下
げ
要
求
を
掲
げ
て
 
 

米
問
屋
や
小
売
商
を
襲
い
、
更
に
酒
、
皆
油
な
ど
の
廉
売
も
要
求
す
る
な
ど
最
高
潮
に
達
し
た
。
県
下
の
運
動
を
三
次
・
広
島
で
み
 
 

て
も
先
に
述
べ
た
内
容
の
う
ち
小
作
争
議
と
の
結
合
を
除
い
た
す
べ
て
を
含
ん
で
い
る
。
 
 

（
熊
野
の
よ
う
す
）
 
 
 

熊
野
村
で
も
十
四
日
に
騒
動
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
十
三
日
の
午
後
、
呉
の
二
河
公
園
に
多
く
の
人
々
が
集
合
し
、
米
 
 

価
引
き
下
げ
の
対
策
を
話
し
合
い
、
米
屋
に
押
し
か
け
、
廉
売
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
広
島
市
か
ら
の
影
響
に
よ
り
、
十
三
日
夜
 
 

に
は
海
田
や
矢
野
で
も
米
騒
動
が
あ
っ
た
。
熊
野
の
米
騒
動
は
呉
や
矢
野
・
海
田
と
関
係
が
あ
っ
た
に
違
い
を
い
が
、
そ
の
間
の
よ
 
 

う
す
は
わ
か
ら
を
い
。
熊
野
で
は
十
四
目
の
午
後
八
時
頃
、
神
社
や
寺
院
の
釣
鐘
や
太
鼓
を
合
図
に
榊
山
神
杜
境
内
に
約
三
〇
〇
人
 
 

が
手
に
提
灯
を
持
っ
て
集
合
し
て
い
る
。
そ
し
て
熊
野
村
き
っ
て
の
豪
農
や
三
紆
の
米
穀
商
を
次
々
に
襲
っ
て
歩
い
た
。
電
球
を
壊
 
 

し
て
屋
内
に
入
り
、
戸
、
障
子
、
そ
の
他
の
器
具
を
ど
を
手
当
り
次
第
に
破
壊
し
、
翌
朝
一
時
頃
解
散
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
う
 
 

ち
一
軒
の
米
穀
商
は
米
の
買
い
占
め
を
し
た
と
い
う
の
で
、
前
後
三
回
に
わ
た
り
襲
撃
を
受
け
て
い
る
。
地
主
な
ど
、
資
産
家
・
米
 
 

穀
商
へ
の
襲
撃
で
あ
る
。
熊
野
で
の
米
騒
動
を
鎮
圧
す
る
た
め
軍
隊
（
三
〇
人
）
の
出
動
を
要
請
し
た
と
い
う
資
料
も
あ
る
。
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大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
八
月
二
十
二
日
の
中
国
新
聞
は
一
一
名
の
検
事
局
送
り
を
伝
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
の
資
料
に
よ
 
 

る
と
十
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
名
は
呉
市
で
の
米
騒
動
の
参
加
者
で
あ
る
が
本
籍
・
出
生
が
熊
野
村
で
あ
る
た
め
に
加
え
ら
 
 

れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
名
は
あ
と
か
ら
検
挙
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
熊
野
村
で
の
米
騒
動
の
検
挙
者
は
一
二
名
 
 

で
あ
る
。
熊
野
の
米
騒
動
の
実
態
を
理
解
す
る
た
め
に
検
挙
者
の
職
業
・
年
齢
を
ど
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

検
事
処
分
者
の
職
業
 
 

○
人
と
呉
市
に
住
む
筆
軸
製
造
者
を
合
わ
せ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
筆
軸
製
造
 
 

者
が
呉
と
熊
野
の
米
騒
動
を
結
び
つ
け
た
一
本
の
糸
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

検
事
処
分
者
 
年
齢
別
（
大
正
七
年
十
二
月
現
在
）
 
 

「
米
駆
動
の
研
究
」
な
ど
に
、
筆
職
工
一
 
 

検
事
処
分
者
の
起
訴
理
由
 
 

一
人
と
あ
る
の
は
、
熊
野
村
の
※
の
あ
る
一
 
 

な
お
、
熊
野
村
で
の
塀
擾
率
先
助
勢
は
罰
金
刑
か
ら
懲
役
三
 
 

ヶ
日
ま
で
騒
稼
率
先
助
勢
・
住
居
侵
入
は
懲
笹
ニ
ヶ
円
か
ら
 
 

八
ケ
日
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

※合計の28名の   

くい適いは調   
査不能  
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中国新聞 8月23日 県下は8万6千円  

、  ペ  
も ら  書 み  

を   を じ れ に 携 ら こ 村 晴 を 国 0 る た  

便 米 知 よ を 付 帯 れ す の 難 売・し と 一 筆      つ 騒 る う 検 着 せ て こ こ の り 県 か、名 だ      て 動 人 な 査 せ る い と と 中 っ 下 し こ に け  
米 へ は 万 引 し 白 る へ、で く と 、四 つ に   

、  

八  

＼力こ  

推 及   て」 群 み の 顔 こ 動 ら こ 小 り 接 の  

貴  
き 済   と た 散 人 に を 多 こ ′J、ら で 野  
る 金   、が 彼 の  

（ 二             「 塗 い し 作 生 あ 村 七 人  
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0   

－ 

、 

． 
0 の 呉  

意 々 熊 る                               義 も 好 い ま 場 市  
ち今  

ん 的 そ 郷 他 米 と  
だ に の 軍 の ・同  
の は よ 人 市 変 じ  
は 押 う 全 町 混 く  
車 さ な を 村 合 村  
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